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「
駅
か
ら
始
ま
る
未
来
の
ま
ち
」和
木
駅
の
設
置
に
熱
き
ご
支
援
を
!

和
木
駅
設
置
期
成
同
盟
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

・
募
金
の
お
願
い
に
つ
い
て

　

和
木
町
の
「
明
る
い
未
来
」
を
築
く
た

め
に
は
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
存
在
感
の
あ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
経
済
の
活

性
化
と
基
盤
整
備
、
地
域
福
祉
の
向
上
等

を
推
進
し
て
行
政
と
住
民
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
駅
は
、
町
の
都
市
機
能
の
拠
点
と
な

り
、
便
利
で
、
高
齢
者
の
方
に
も
利
用
し

や
す
く
駅
周
辺
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
駅
及
び
そ
の
周
辺

を
整
備
す
る
た
め
に
は
、
総
額
約
12
億
円

も
の
巨
額
の
事
業
費
を
要
す
る
と
見
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
新
駅
の
設
置
に
よ
り
多
く

の
恩
恵
を
受
け
る
も
の
と
し
て
、
地
域
づ

く
り
に
参
画
す
る
立
場
か
ら
、
地
域
住
民

や
地
元
商
工
業
者
に
対
し
て
寄
附
金
を
募

集
す
る
も
の
で
す
。

　

募
集
い
た
し
ま
し
た
寄
附
金
に
つ
い
て

は
、
事
業
主
体
で
あ
る
和
木
町
に
全
額
寄

附
い
た
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
な
に
と
ぞ
本
趣
旨
に

ご
理
解
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
募
金
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　

和
木
駅
設
置
期
成
同
盟
会

会
長　

森
田　

孝
雄

・
募
金
目
標
額　

　

総
額
9
，
6
0
0
万
円
（
う
ち
和
木
町

内
一
般
世
帯
及
び
個
人
事
業
者
の
目
標
額

2
，
5
0
0
万
円
）

・
一
般
世
帯
の
募
金
募
集
額

　

1
世
帯
あ
た
り
1
万
円
（
1
口
5
千
円

の
2
口
以
上
）

・
募
金
募
集
期
間

　

12
月
か
ら
平
成
19
年
11
月
ま
で

　

平
成
18
年
12
月
中
旬
よ
り
和
木
駅
設
置

期
成
同
盟
会
世
話
人
会
の
方
々
が
各
家
庭

に
募
金
の
お
願
い
を
す
る
予
定
で
す
。

・
募
金
方
法

　

原
則
と
し
て
、
各
自
治
会
単
位
の
和

木
駅
設
置
期
成
同
盟
会
世
話
人
会
の
方
々

へ
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
込
み
・
問
合
せ
▼
和
木
駅
設
置
期
成

同
盟
会
事
務
局
（
☎
53

－

2
0
6
6
）

・
寄
附
金
の
税
金
控
除
に
つ
い
て

　

当
期
成
同
盟
会
は
、
所
得
税
法
第
78
条

第
2
項
第
1
項
及
び
法
人
税
法
第
37
条
第

3
項
第
1
号
の
規
定
に
基
づ
く
国
等
に
対

す
る
寄
附
金
の
確
認
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

法
人
の
場
合
は
限
度
計
算
の
枠
外
と
し

て
全
額
損
金
参
入
、
個
人
の
場
合
は
一
定

の
範
囲
で
寄
附
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・ 

和
木
駅
設
置
期
成
同
盟
会
世
話
人
会
に

つ
い
て

　

12
月
上
旬
に
は
、
和
木
駅
設
置
期
成
同

盟
会
世
話
人
会
が
設
立
さ
れ
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
世
話
人
会
は
、
自
治
会
を
中
心
に

各
種
団
体
の
方
々
の
協
力
を
得
て
組
織
さ

れ
、自
治
会
単
位
で
ブ
ロ
ッ
ク
分
け
さ
れ
、

各
家
庭
に
直
接
訪
問
し
て
募
金
を
お
願
い

す
る
組
織
で
す
。

　

世
話
人
会
登
録
者
数
は
、
11
月
22
日
現

在
で
約
2
0
0
名
で
す
。

　

募
金
世
話
人
会
の
方
々
は
、
和
木
駅
設

置
期
成
同
盟
会
の
身
分
証
を
携
帯
し
て
い

ま
す
。
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Q
：
駅
設
置
後
の
バ
ス
の
運
行
計
画
は
?

A
：
現
行
の
岩
国
市
営
バ
ス
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
新
駅
経
由
と
す
る
こ
と
で
協
議
を

進
め
て
お
り
、
町
内
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

も
、
新
駅
を
中
心
に
巡
回
し
、
運
行
回
数

の
増
便
や
運
行
時
間
帯
の
拡
充
、
土
日
祝

日
運
行
な
ど
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
進
め

て
お
り
、
新
駅
の
利
用
利
便
性
が
向
上
す

る
よ
う
な
バ
ス
の
運
行
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
。

新

駅

ど

ん

な

駅

？

　10月27日、和木駅設置期成

同盟会が設立されてから10年

以上の歳月が経過いたしまし

たが、ついに、和木町に新駅

を設置することが、正式に決

定いたしました。

　現在、町ではJR西日本広島

支社との基本協定書の締結に

向け、協議を重ねております

が、12月の和木町定例議会で

の付議後、速やかに正式な基

本協定書を締結し、平成20年

3月の開業に向けて、詳細設計

や工事が開始されます。

　自治会長会議等で寄せられ

た新駅に関する質問について、

Q&A方式でまとめてみました。

Q
：
新
駅
に
は
ど
の
よ
う
な
設
備

が
あ
り
ま
す
か
?

A
：
駅
舎
に
は
ト
イ
レ
、
駅
事
務
室
、
待

合
ス
ペ
ー
ス
が
完
備
さ
れ
、
上
下
線
の

ホ
ー
ム
入
り
口
に
自
動
改
札
機
が
設
置
さ

れ
ま
す
。
鉄
道
上
の
跨
線
橋
は
、
自
由
通

路
（
町
道
）
で
駅
を
利
用
し
な
い
方
も
自

由
に
行
き
来
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
自
由
通
路
に
接
続
さ
れ
て
お

り
、
バ
リ
ヤ
フ
リ
ー
に
対
応
し
た
駅
と
な

り
ま
す
。

　

駅
前
に
は
、
バ
ス
乗
り
場
、
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
、
送
迎
用
駐
車
場
が
設
置
さ
れ
、

自
転
車
置
き
場
は
東
口
、
西
口
に
そ
れ
ぞ

れ
3
0
0
台
確
保
す
る
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Q
：
駅
の
管
理
は
誰
が
す
る
の
で
す
か
?

A
：
駅
の
管
理
は
、
簡
易
委
託
駅
に
な
り

ま
す
。
J
R
か
ら
町
が
委
託
を
受
け
管
理

し
ま
す
。
自
動
改
札
機
が
あ
り
ま
す
が
、

な
る
べ
く
人
を
配
置
し
、
よ
り
便
利
で
人

に
優
し
い
駅
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
少
な
い
時

間
帯
は
無
人
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Q
：
停
車
列
車
の
本
数
や
運
賃
は
?

A
：
現
行
ダ
イ
ヤ
で
は
各
駅
停
車
列
車
は

1
日
当
た
り
1
4
1
本
が
停
車
し
ま
す
。

主
な
行
き
先
で
は
、
広
島
駅
ま
で
は
約
45

分
。
6
5
0
円
（
大
竹
駅
か
ら
と
同
額
）

の
予
定
で
す
。
大
竹
駅
か
ら
1
・
6
㎞ 
岩

国
駅
か
ら
3
・
7
㎞ 
で
す
の
で
、
時
刻
表

で
運
賃
計
算
が
可
能
で
す
。

新駅整備の概算事業費の区分を
まとめると次のようになります。

（単位：千円）

施設区分 鉄道施設
自由通路

都市施設
周辺施設 合計

概算総事業費 470,000 250,000 500,000 1,220,000

国庫補助金 110,000 275,000 385,000

自治体負担 374,000 140,000 225,000 739,000

地元寄付金 96,000 96,000

鉄道施設： ホーム、ホーム上屋、自動改札機、鉄道安全施設な
どの施設です。

自由通路： 鉄道上空の跨線橋、駅舎階段、エレベーターなどの
施設です。

都市施設：公衆トイレ、駅事務室、待合スペースなどの施設です。
周辺整備：駅前ロータリー、自転車置き場などの施設です。
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秋
空
の
し
た「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
1
万
人
!

ま
ち
の
話
題

　

10
月
28
日
、
文
化
会
館
で
「
前
夜
祭
」、

29
日
に
は
中
学
校
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
わ

き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

和
木
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
あ
わ

せ
て
く
す
玉
（
岩
国
地
区
消
防
組
合
東
出

張
所
製
作
）
が
割
ら
れ
開
幕
。「
和
木
小

緑
の
少
年
隊
」
に
よ
る
花
の
苗
の
無
料
配

布
、
も
ち
ま
き
、
四
境
太
鼓
、
よ
さ
こ
い
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
や
、
恒
例
の
北
海

道
産
地
直
送
バ
ザ
ー
、
ラ
ッ
キ
ー
抽
選
会

な
ど
大
勢
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
今
年

も
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
あ

り
、
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
血
功
労
者
表
彰

　

平
成
17
年
度
に
次
の
献
血
回
数
に
到
達

さ
れ
た
方
々
に
献
血
友
の
会
か
ら
感
謝
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

献
血
回
数
1
0
0
回
達
成
者
（
敬
称
略
）

坂
野
秀
生
（
岩
国
）

献
血
回
数
70
回
達
成
者

宇
津
本
一
憲
（
岩
国
）

献
血
回
数
50
回
達
成
者

新
枝　

悟
（
和
木
）

献
血
回
数
30
回
達
成
者

大
竹
保
英
（
岩
国
）、
北
野
睦
美
（
関

ヶ
浜
）、
児
玉
健
次
（
和
木
）、
佐
戸
和

子
（
大
竹
）、
沢
井
美
佐
子
（
和
木
）

豊
田　

清
（
大
竹
）、畠
中
万
里
子
（
関

ヶ
浜
）、
東　

啓
二
（
岩
国
）、
宮
本　

誠
（
岩
国
）、
山
迫　

悟
（
岩
国
）

献
血
回
数
10
回
達
成
者

青
木
抄
子（
和
木
）、秋
崎
武
司（
和
木
）、

石
井
隆
徳（
岩
国
）、江
木　

寛（
和
木
）、

兼
本
信
昌
（
瀬
田
）、
上
山　

登
（
関

ヶ
浜
）、
倉
谷
隆
行
（
大
野
）、
作
本
正

司
（
岩
国
）、
鈴
政
賢
二
（
大
竹
）、
轟

真
由
美
（
瀬
田
、）
中
村
充
子
（
和
木
）、

西
本
早
苗（
岩
国
）、松
本
愛
子（
瀬
田
）、

皆
本
一
夫（
岩
国
）、山
下
恵
美（
和
木
）、

吉
田
淳
子
（
岩
国
）

ち
び
っ
子
相
撲
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

年
中
の
部

優
勝 

石
川
魁
人
、
準
優
勝 

榊　

流
星

第
3
位 

中
村
拓
斗

年
長
の
部

優
勝 

八
田
一
樹
、
準
優
勝 

古
川
茄
依

第
3
位　

藪
木
竜
世

1
年
生
の
部

優
勝 

堀
江　

歩
、
準
優
勝 

野
村
将
太

第
3
位 

田
尾
功
坪

2
年
生
の
部

優
勝 

谷
本
直
哉
、
準
優
勝 

西
前
洸
貴

第
3
位 

村
林
真
衣

3
年
生
の
部

優
勝 

松
尾
竜
次
、
準
優
勝 

山
本
寛
太

第
3
位 

森
川
雄
輝

4
・
5
年
生
の
部

優
勝 

木
戸
公
喜
、
準
優
勝 

大
枝
諒
平

第
3
位 

内
村
浩
男
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山
口
県
総
合
社
会
福
祉
大
会
で
表
彰

ま
ち
の
話
題

　

10
月
25
日
、
山
口
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
た
第
56
回
同
大
会
で
、
共
同
募
金
運
動

奉
仕
団
体
と
し
て
、
新
日
本
石
油
精
製
㈱

麻
里
布
製
油
所
が
山
口
県
知
事
表
彰
を
、

社
会
福
祉
事
業
協
助
者
と
し
て
、
吉
国
芳

夫
さ
ん
、
村
本
悦
子
さ
ん
、
松
本
和
夫
さ

ん
、
松
田
清
子
さ
ん
、
河
内
キ
ヨ
ノ
さ

ん
、
野
脇
ト
ミ
子
さ
ん
、
村
上
フ
サ
エ
さ

ん
、
明
吉
小
百
合
さ
ん
、
三
谷
ミ
ネ
ヨ
さ

ん
、
小
林
エ
ミ
子
さ
ん
、
山
岡
フ
ミ
エ
さ

ん
、
亀
谷
三
治
さ
ん
の
12
名
が
、
山
口
県

社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
、
吉
村
政
行
さ

ん
、
水
田
洋
子
さ
ん
の
お
二
人
が
山
口
県

肢
体
障
害
者
福
祉
協
会
長
表
彰
、
日
置
繁

子
さ
ん
が
山
口
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
長

表
彰
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
町
の
福
祉
の
向
上
に
ま

す
ま
す
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

和
木
町
消
防
団
普
通
救
命
講
習
受
講

ま
ち
の
話
題

　

11
月
12
日
、
町
消
防
団
員
65
名
の
う
ち

43
名
が
岩
国
地
区
消
防
組
合
職
員
の
指
導

の
も
と
、
普
通
救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し

た
。

講
習
で
は
心
肺
蘇
生
法
な
ら
び
に
A
E
D

（
自
動
体
外
式
除
細
動
機
）
の
使
用
方
法

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
団
員
は
消
防
職

員
か
ら
説
明
と
実
技
の
指
導
を
受
け
た

後
、
実
際
に
訓
練
用
の
人
形
と
A
E
D
を

用
い
て
、
真
剣
な
表
情
で
実
技
に
臨
み
ま

し
た
。

　

藤
川
団
長
は「
消
火
活
動
だ
け
で
な
く
、

人
命
救
助
も
消
防
団
員
の
重
要
な
使
命
で

す
。
訓
練
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

信
頼
さ
れ
る
消
防
団
づ
く
り
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。」
と
話
し
ま
し
た
。

県
選
奨
表
彰

ま
ち
の
話
題

　

11
月
17
日
、
増
井
敬
治
さ
ん
（
和
木
）

が
県
選
奨
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
（
県
選
奨
と
は
、
山
口
県
で
最
も
権
威

の
あ
る
表
彰
制
度
で
す
。）

　

増
井
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か
ら
27
年
間

に
わ
た
り
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し

て
、
平
成
14
年
か
ら
は
委
員
長
と
し
て
、

適
正
な
選
挙
の
執
行
に
指
導
的
な
役
割
を

果
た
さ
れ
る
と
と
も
に
、
政
治
意
識
の
高

揚
や
選
挙
啓
発
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
た
功
績
（
自
治
功
労
）
を
称
え
ら
れ
、

山
口
県
知
事
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

教
師
の
日
開
催

ま
ち
の
話
題

　

11
月
6
日
、
文
化
会
館
で
「
第
17
回
教

師
の
日
」の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
教
育
委
員
会
表
彰
、
教
育

長
表
彰
の
あ
と
「
あ
り
が
と
う
学
校
、
あ

り
が
と
う
先
生
」と
題
し
た
児
童
や
生
徒
、

教
諭
、保
護
者
に
よ
る
意
見
発
表
が
あ
り
、

参
加
者
は
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し

た
。
最
後
に
「
ビ
リ
ー
ブ
」
和
木
中
学
校

吹
奏
楽
部
演
奏
を
全
員
合
唱
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

教
育
委
員
会
表
彰
（
敬
称
略
）

吉
賀　

仁
美　
　

重
本　

剛
也

嶋
中　

雅
也　
　

末
岡　

裕
将

中
本　

雄
也　
　

胡　
　

艦
月

嘉
屋
亜
利
紗　
　

桝
本　

智
志

村
田　

和
輝　
　

小
田　

佳
世

教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰
者
（
敬
称
略
）

米
重　

雄
治　
　

藤
田
真
悠
子

田
中　

葵
葉　
　

元
浄　

教
真

藤
巻　

ゆ
み　
　

中
島
由
里
加

本
田　

詩
織　
　

大
谷
麻
里
子

浅
井　

裕
子　
　

杉
本　
　

愛

増井敬治さん

救命講習を受ける団員ら
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S
P
O
R
T
S・ス
ポ
ー
ツ

町
内
で
朝
市
賑
う

ま
ち
の
話
題

二
年
生
、職
場
に
出
る

ま
ち
の
話
題

会
に
出
る
準
備
を
行
う
」
と
い
う
目
的
で

実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
僕
た
ち
は
広

報
わ
き
の
原
稿
を
作
る
た
め
に
色
々
な
職

場
体
験
の
現
場
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

ど
の
職
場
で
も
、
一
生
懸
命
働
い
て
お

り
、
和
木
あ
い
あ
い
苑
で
は
、
お
年
寄
り

の
身
の
お
世
話
や
、
施
設
の
整
理
整
頓
を

仕
事
と
し
て
い
ま
し
た
。
体
験
学
習
生
は

「
注
意
は
受
け
た
が
頑
張
っ
た
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
職
場
体
験
を
通
し
て
人
と
の
信
頼

関
係
、絆
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
こ
の
体
験
を
学
校
で
の
生
活

で
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
和
木
中
2
年
：
今
地
大
武
・
村
中
康
人
）

安
田
さ
ん
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
ク
ー
ル
で
二
席

ま
ち
の
話
題

の
一
節
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
今
回
、
父
の

こ
と
を
書
き
残
し
た
い
と
思
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
す
が
、
エ
ッ
セ
イ
に
取
り
組
む

の
も
初
め
て
の
経
験
で
そ
の
難
し
さ
に
は

苦
心
し
ま
し
た
。
父
と
の
思
い
出
を
あ
れ

こ
れ
思
い
出
す
た
び
に
涙
が
こ
ぼ
れ
て
く

る
よ
う
な
作
業
で
し
た
が
、
こ
う
し
て
一

つ
の
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、

父
へ
の
親
孝
行
が
で
き
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
し
、
気
持
ち
の
整
理
が
で
き
た
よ
う

に
も
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
い
う
思
い

で
書
い
た
エ
ッ
セ
イ
を
評
価
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
二
重
の
喜
び
と

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
、
半
月
庵
に
て
「
宇
野
千
代

没
後
10
年
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
安
田
左
知
子
さ
ん
（
和

木
）
が
作
品
「
父
」
で
二
席
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

安
田
さ
ん
は
「
2
年
前
に
実
父
が
亡
く

な
り
、
喪
失
感
の
中
で
日
々
過
ご
し
て
い

た
時
に
、
宇
野
千
代
著
『
幸
福
の
言
葉
』 安田左知子さん職場体験取材中

　

11
月
15
日
か
ら
11
月
17
日
、
和
木
町
内

及
び
近
隣
で
和
木
中
学
校
2
年
の
全
生
徒

78
名
が「
職
場
体
験
学
習
」を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
「
職
場
体
験
を
通
し
て
社

大好評の野菜販売

期
間
▼
10
・
11
月

場
所
▼
県
内
各
地

弓
道
競
技
（
敬
称
略
）

〈
近
的
競
技
〉

※
団
体
の
部

郡
部
男
子
優
勝　

玖
珂
郡
A　
　

竹
島　

佳
宏
、
御
庄　

和
彦
、
竹
本　

秀
喜

※
個
人
の
部

・
郡
部
男
子
優
勝　

竹
島　

佳
宏　
　

・
郡
部
男
子
3
位　

竹
本　

秀
喜

・
郡
部
女
子
3
位　

片
岡　

紀
子

〈
遠
的
競
技
〉

※
個
人
の
部

・
郡
部
男
子
優
勝　

藤
本　

正
明

・
郡
部
男
子
3
位　

中
村　

賢
一

山
口
県
体
育
大
会

　

11
月
11
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

前
で
ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
島
根
県
・
広

島
県
の
県
境
地
域
と
連
携
し
て
、
平
成
12

年
度
か
ら
朝
市
の
一
斉
開
催
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
朝
市
（
和

木
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
）・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
初
参
加
と
な
る
林

産
物
販
売
（
和
木
町
林
業
研
究
会
）
が
行

わ
れ
例
年
以
上
の
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
野
菜
の
高
い
時
期

に
新
鮮
で
安
く
手
に
入
る
の
で
う
れ
し

い
。」「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
楽
し
み
に
回

っ
て
い
る
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

〈
卓
球
競
技
〉

二
部
男
子　

第
1
位　

玖
珂
郡

〈
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技　

男
子
B
級
〉

第
2
位　

玖
珂
郡

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
〉

年
齢
別
Ⅱ
部
優
勝　

玖
珂
郡

期　

日
▼
10
月
21
日

場　

所
▼
和
木
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

男　

子
（
敬
称
略
）

優　

勝　

沖　

和
弥
・
塩
田
司
郎

準
優
勝　

杉
山
幸
久
・
石
井
康
弘

第
3
位　

佐
々
木
雅
樹
・
墨
川
茂
則

女　

子
優　

勝　

北
林
美
佳
・
松
本
朋
子

準
優
勝　

畠
中
幸
子
・
吉
岡
清
子

第
3
位　

中
川
正
夫
・
明
吉
小
百
合

和
木
町
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
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日　時 ▼ 12月14日㈭9時～
場　所 ▼  総合コミュニティセンター前広場
内　容 ▼  新鮮な野菜の販売です。皆さんのお越し

をお待ちしておりますのでどうぞご利用
ください。

問合せ ▼住民サービス課（☎52－2135内線205）

和木町生活改善実行グループ朝市

期　間 ▼ 12月上旬～12月末まで
　役場前の毎年恒例のイルミネーションのライト
アップが今年は、『はっちの家』をライトアップし
ております。
　期間中『はっちの家』では夜間営業を致します。
是非、皆さんでお越しください。
営業日 ▼ 12月16日㈯15時～21時
   　23日㈯　　〃
★クリスマスミニイベント開催
日　時 ▼ 12月23日㈯17時～20時
場　所 ▼はっちの家
内　容 ▼  エレクトーン演奏・プチママコーラス・ビンゴゲーム
問合せ ▼商工会（☎53－2066）

『はっちの家』イルミネーションライトアップ
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み
んな
の笑
顔で地域イキイキ！ “

じ

ぶ
ん”
輝く生涯

学
習

生涯学習のマスコットです。
かわいがってネ

社会きょういくコーナー
社会教育広報通算345号

わき あい愛
〜
青
少
年
問
題
協
議
会
〜

　

11
月
15
日
、
青
少
年
問
題
協
議
会
（
古

木
哲
夫
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
前
の
研
修
会
で
は
、
県
の
地
域

安
心
安
全
推
進
室
よ
り
「
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
」
と

題
し
て
講
話
が
行
わ
れ
、
地
域
の
大
人
が

ど
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
子
ど
も
や
地
域

の
安
心
・
安
全
確
保
の
た
め
に
支
援
し
、

活
動
し
て
い
く
べ
き
か
具
体
的
な
事
例
に

基
づ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
の
協
議
会
で
は
、
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
の
現
状
に
つ
い
て
、
本
年

度
立
ち
上
げ
た「
わ
き
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
」

の
活
動
に
つ
い
て
、
和
木
駐
在
所
よ
り
管

内
及
び
町
内
の
青
少
年
の
問
題
傾
向
や
犯

罪
件
数
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
代
表
か
ら
も
活
発
な
意
見
が

述
べ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
青
少
年
健
全
育

成
に
役
立
つ
有
意
義
な
協
議
会
に
な
り
ま

し
た
。

最
優
秀
作
品「
あ
い
さ
つ
の
素
晴
ら
し
さ
」

 

和
木
中
三
年　

中
村　

良

　

最
初
に
、
あ
い
さ
つ
に
対
す
る
自
分
の

考
え
を
書
こ
う
と
思
う
。
僕
が
習
っ
て
使

っ
て
い
る
あ
い
さ
つ
は
、短
く
は
っ
き
り
、

さ
わ
や
か
に
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
あ

い
さ
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
を
習
っ
て
使
い
始
め
た
頃
は

お
か
し
な
感
じ
が
し
て
、
違
和
感
が
あ
っ

た
。
だ
が
、
次
第
に
慣
れ
て
く
る
と
、
た

だ
ダ
ラ
ダ
ラ
あ
い
さ
つ
す
る
よ
り
、
気
持

ち
良
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
て
い
る
と
感
じ

ら
れ
た
。

　

僕
は
、
こ
の
あ
い
さ
つ
の
仕
方
を
部

活
動
の
顧
問
の
先
生
に
教
わ
っ
た
。
だ
か

ら
、「
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
も
気
持
ち
良

い
あ
い
さ
つ
は
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
。」
と
実
感
し
た
。
す
る
と
、
あ
い

さ
つ
が
楽
に
気
分
良
く
で
き
る
と
思
う
。

　

あ
い
さ
つ
の
最
も
素
晴
ら
し
い
点
は
、

人
と
の
関
わ
り
を
築
い
て
い
け
る
こ
と
だ

と
思
う
。

　

例
え
ば
、
仲
の
良
い
人
と
は
、
そ
の
日

の
最
初
に
交
わ
す
言
葉
と
し
て
、
そ
れ
ほ

ど
話
す
こ
と
の
な
い
人
と
で
は
、
話
を
す

る
き
っ
か
け
を
作
る
言
葉
と
し
て
も
使
え

る
。
ま
た
、
初
対
面
の
人
の
場
合
は
、
顔

を
覚
え
て
も
ら
う
こ
と
だ
っ
て
、
可
能
で

あ
る
。

　

二
つ
目
は
、
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
た
人

同
士
が
お
互
い
に
よ
い
気
分
や
、
さ
わ
や

か
な
感
覚
に
な
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
気

持
ち
の
良
い
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
相
手
が

喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、
言
葉
は
違
っ
て
い
て
も
世

界
中
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
と
こ
ろ
だ
。
言

葉
の
違
い
で
、
す
べ
て
の
国
の
人
と
通
じ

合
え
る
訳
で
は
な
い
が
、
多
く
の
人
々
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
。
さ
ら

に
、
言
葉
が
伝
わ
ら
な
く
て
も
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
な
ど
の
動
作
を
交
え
て
、
相
手
と
通

じ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
相
手
に
好

印
象
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

あ
い
さ
つ
を
す
る
の
は
社
会
の
中
で
当

然
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の

あ
い
さ
つ
一
つ
で
相
手
に
与
え
る
印
象
は

大
き
く
違
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

良
い
あ
い
さ
つ
に
は
、当
然
の
よ
う
に
、

あ
い
さ
つ
を
返
す
。

　

例
え
ば
元
気
な
あ
い
さ
つ
を
受
け
る

と
、
印
象
が
強
く
て
、
相
手
を
覚
え
る
と

い
う
場
合
も
多
い
と
思
う
。こ
の
よ
う
に
、

あ
い
さ
つ
は
人
の
印
象
を
作
っ
た
り
、
変

え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

食
事
や
睡
眠
を
当
然
の
よ
う
に
と
る
の

と
同
じ
よ
う
に
当
た
り
前
の
習
慣
に
な
っ

た
ら
い
い
と
思
う
。
あ
い
さ
つ
を
習
慣
づ

け
る
に
は
、
全
員
が
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ

と
が
一
番
早
い
と
思
う
。

　

初
め
数
人
で
も
、
そ
こ
か
ら
ど
ん
ど
ん

伝
え
、
広
め
て
い
け
ば
、
大
半
の
人
が
あ

い
さ
つ
す
る
よ
う
に
な
り
、
し
な
い
人
に

と
っ
て
は
苦
し
い
環
境
と
な
る
の
で
自
然

と
あ
い
さ
つ
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。

だ
が
、
そ
れ
が
で
き
な
い
の
が
現
状
だ
。

　

今
、僕
が
挙
げ
た
も
の
は
理
想
で
あ
り
、

理
想
を
求
め
て
い
く
と
よ
い
と
思
う
。

　

あ
い
さ
つ
を
す
る
人
が
増
加
し
、
全
員

が
あ
い
さ
つ
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
全

体
が
集
団
と
し
て
、
高
い
評
価
を
受
け
、

集
団
の
レ
ベ
ル
や
質
も
あ
が
る
と
思
う
。

　

最
後
に
、
あ
い
さ
つ
は
良
い
こ
と
な
の

で
、「
短
く
は
っ
き
り
、
さ
わ
や
か
に
。」

と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
あ
い
さ
つ
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

子
ど
も
た
ち
を
事
件
・

事
故
か
ら
守
ろ
う
!

あ
い
さ
つ
運
動
啓
発
作
文

生涯学習のマスコット
“マナビィ”
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図書
館行
事案内＆新着CD・図書

あな
たの
読み
たい本

・聴きた
いCDがきっと見つかります。お気軽においで下さい。
新着CD： ☆　印
新着図書：『　　』

図書館ホームページアドレス　http://www.waki-toshokan.jp/

12月の休館日　4日㈪・11日㈪・18日㈪・23日㈷・25日㈪・29日㈮～4日㈭（年末・年始）・28日は17時閉館

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
絵本の読みきかせ
日　時

▲

12月16日㈯
　　　　10時30分～11時30分
おはなし会サークル「ゆびとま」
　　　　15時～15時30分
　　　　おはなし会「ぴのきお」
対象者

▲

幼児・小学生
場　所

▲

図書館絵本のコーナー
問合せ

▲

図書館（☎54－0222）

〈CD〉
☆ｄｏｌｃｅ／松下奈緒
☆Ｇｏｌｄｅｎ Ｂｅｓｔ／ＺＡＲＤ
☆Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ Ｂｅｓｔ Ａｌｂｕｍ／ｄａｙ ａｆｔｅｒ ｔｏｍｏｒｒｏｗ　　
☆フィードバックファイル／ＡＳＩＡＮ ＫＵＮＧ－ＦＵ ＧＥＮＥ
ＲＡＴＩＯＮ
☆ザ・レメディ／ボーイズⅡメン
☆ＰＩＡＮＯ ＢＲＥＡＫＥＲ／レ・フレール
☆Ｈａｒｖｅｓｔ／ＴＯＫＩＯ
☆ＡＬＬ ＳＩＮＧＬＥＳ ＢＥＳＴ／コブクロ
☆Ｆｌａｓｈ ａｎｄ Ｇｌｅａｍ／ｒｅｍｉｏｒｏｍｅｎ
☆Ｆｉｒｓｔ Ｍｅｓｓａｇｅ／絢香
☆Ｕ－ｋａ ｓａｅｇｕｓａ ＩＮ ｄｂ Ⅲ／三枝夕夏
☆ヴォーカリスト ２／徳永英明

〈一般書〉
『公園』 荻世いをら著
『ヘンリエッタ』 中山咲著
『中庭の出来事』 恩田睦著
『華の棺』 西村京太郎著

『揚羽蝶』 泡坂妻夫著
『最後の一球』 島田荘司著
『夜よ泣かないで』 香納諒一著
『エルサレムの秋』
 アブラハム・Ｂ・イェホシュア著／母袋夏生訳
『マインド・クエスト』 ダン・ロイド著／谷徹訳
『サンキュー、ジーヴス』
 Ｐ・Ｇ・ウッドハウス著／森村たまき訳

〈児童書・絵本〉
『百まいのドレス』 エレナー・エスティス作
 ／ルイス・スロボドキン・絵／石井桃子訳
『ねぎぼうずのあさたろう』 飯野和好作・絵
『もりのてがみ』 片山令子作／片山健絵
『巣をつくるあなをほる　虫の子育て』
 アンネ・メッラー文・絵／今泉みね子訳
『野をわたる風にのる　植物のたび』
 アンネ・メッラー文・絵／今泉みね子訳
『にっぽん探検大図鑑』 正井泰夫・辻原康夫監修

たのしい1日でした。ワクワクこどもフェスティバル
　10月28日、こどもフェスティバルを開催しまし
た。午前中は劇団すぎのこによる人形劇「わ
らってリッキ」の公演。観賞したこどもは、「と
ってもたのしかった」と目を輝かせていました。
午後からは、影絵紙芝居のつくり方講座。講
師の話すワンカットの情景を影絵にしたのです
が、個性溢れる作品が出来上がりました。

おはなし会サークル「ゆびとま」
15時30分

　　　　おはなし会「ぴのきお」

クリスマス
スペシャル！！
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平成19年度 和木町の総合健診
　乳がん検診のみ医療機関委託、それ以外は保健相談センターを会場とする
総合健診方式です。
　健診の申込みは、1月中旬に各世帯に配布する申込書で受付けます。1月末
までに申込書が届かない場合は、保健相談センターにお問合せください。乳
がん検診の申込み受付けも同時に行います。
　申込み窓口は保健相談センターのみです。電話での申込みも可能ですが、
確認事項がありますので、配布する申込書を見ながらおかけください。締切
り期日の平成19年2月15日㈭を過ぎての申込みは、受付けられませんのでご了
承ください。

婦人科 対象者 検査内容 自己負担
子宮がん検診 20歳以上偶数年齢の女性 子宮頸部細胞診   700円

総合健診 対象者 検査内容 自己負担

基本健診
40歳以上 計測･検尿･血圧・血液

診察･心電図・眼底 1,000円
65歳以上 生活機能低下評価

肝炎検診 40歳 血液検査 700円

肺がん検診 40歳以上 胸部レントゲン検査
喀痰細胞診

喀痰のみ
  700円

肺結核検診 65歳以上 胸部レントゲン検査 無　料

胃がん検診 40歳以上 胃部レントゲン検査 1,000円

大腸がん検診 40歳以上 便潜血反応検査   500円

前立腺がん検診 50歳以上偶数年齢の男性 血液検査 1,000円

骨粗鬆症検診 40.45.50.55.60.65.70歳の女性 骨塩定量検査（レントゲン） 500円

問合せ ▼保健相談センター（☎52－7290）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

　

朝
晩
冷
え
込
み
、
風
も
冷
た
く
な
り
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
し
や
す
い
季
節
の
到
来
で
す
。
最
近
、

東
南
ア
ジ
ア
等
で
鳥
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
人
に
感
染
し
た
事
例
が
増
え
て
い
て
、

時
々
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
で
耳
に
し
ま

す
。
今
後
ウ
イ
ル
ス
が
変
化
し
、
新
型
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し
て
人
か
ら
人
の
間

で
大
流
行
す
る
の
で
は
な
い
か
と
世
界
中

で
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し

た
場
合
、
4
人
に
1
人
が
感
染
し
、
日
本

で
17
万
人
か
ら
64
万
人
（
岩
国
地
域
で
約

2
0
0
か
ら
8
0
0
人
）
の
死
者
が
出
る

と
の
予
想
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

状
況
な
ど
に
つ
い
て
日
頃
か
ら
関
心
を
持

ち
、
万
一
流
行
し
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
に

準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
た
め
に

①
手
洗
い
・
う
が
い

　

感
染
予
防
の
「
き
ほ
ん
の
き
」
で
す
。

外
出
後
は
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
マ
ス
ク
の
着
用

　

ウ
イ
ル
ス
を
寄
せ
付
け
な
い
た
め
に
も

必
要
で
す
が
、
冷
た
い
寒
気
か
ら
喉
を
保

護
す
る
役
割
も
あ
り
ま
す
。
喉
の
奥
が
い

が
ら
っ
ぽ
い
時
は
、
特
に
着
用
す
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
乾
燥
や
炎
症
を
和
ら
げ
る

保
健
所
職
員
が
お
話
を
聞
い
て
、
必
要
に

応
じ
て
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。（
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、

一
般
の
医
療
機
関
で
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。）

泫
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
イ

ラ
ク
、
ジ
プ
チ
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、

岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）
に

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③ 

流
行
地
や
人
混
み
に
出
か
け
る
こ
と
を

控
え
る

④
室
内
の
乾
燥
を
防
ぎ
湿
度
を
保
つ

　

加
湿
器
を
使
っ
た
り
、
温
か
い
飲
み
物

を
飲
む
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑤ 

日
頃
か
ら
栄
養
と
休
養
に
気
を
つ
け
体

の
抵
抗
力
を
高
め
て
お
く

　

ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
含
む
果
物
や
、
緑
黄

色
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。
か

ら
だ
を
冷
ま
さ
な
い
よ
う
に
、
温
か
い
食

事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
疲
労
を
蓄
積
し
な

い
よ
う
に
、
無
理
の
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
考
え
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
体
力

の
弱
い
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
で
は
、
長
い

時
間
が
か
か
る
外
出
は
、
無
理
の
な
い
プ

ラ
ン
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

⑥
予
防
接
種
を
受
け
て
お
く

　

感
染
症
が
新
型
で
も
、
新
型
で
な
く
て

も
感
染
予
防
の
方
法
は
こ
の
6
点
が
基
本

で
す
。
集
団
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ひ
と

り
ひ
と
り
が
で
き
る
対
策
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

疑
わ
れ
る
場
合

　

こ
れ
ま
で
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
し
た
人
が
出
て
い
る
国
注
）

か
ら
10
日
以

内
に
帰
っ
て
き
て
38
℃
以
上
の
発
熱
、咳
、

呼
吸
困
難
、
下
痢
等
が
出
た
人
は
、
専
門

的
な
医
療
機
関
で
検
査
や
治
療
が
必
要
か

ど
う
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
前
に
、
岩
国

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）（
☎
29

－

1
5
2
1
）
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

保
健
師
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
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米 .............................. 3合
ナス ........................400g
油 .........................大さじ2
スライスチーズ
（とろけるタイプ） ....... 3枚
大葉 ........................ 12枚
かつおぶし ..................6g

だし汁 .......... 1/2カップ
しょうゆ ..................大3
みりん ....................大2
酒 ..........................大3
砂糖 ......................大1

片栗粉 ......................大1
白ごま ..............大1＋1/2

ⓐ

鰻の蒲焼のようでめずらしい味ですよ。
（食推 1班　平岡　菊江）

元気アップ教室のお知らせ

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

健 康 カ レ ン ダ ー（12月16日～ 1月15日）
月　日（曜） 行　　事 対　　　象 受付時間 場　　所

12月20日㈬
1歳6ヶ月児健診 平成17年5月～ 6月生まれ

12：45 ～ 13：00
保 セ3歳児健診 平成15年11月～ 12月生まれ

21日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00 ～ 15：00

22日㈮ 健康相談 一般の方  9：30 ～ 10：30 体 育 セ ン タ ー

1月 4日㈭ プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00 ～ 15：00

保 セ
9日㈫ 健康相談(高脂血症） 血中脂質が高めの方  9：00 ～ 11：30

11日㈭
両親教室 妊婦とその家族 10：00 ～ 11：30

プレイルーム 乳幼児とその保護者の方 10：00 ～ 15：00

保セ・・・保健相談センター

食推さんのおすすめメニュー
　町内の満65歳以上の方を対象に、インフルエン

ザ予防接種を実施します。

実施期間 ▼12月28日㈭まで

実施医療機関 ▼木村医院・中村クリニック

※ 町外の医療機関にて接種を希望される場合は､事

前に保健相談センターにお問い合わせください。

対象者 ▼和木町に住民票がある満65歳以上の希望者

※ 60歳以上65歳未満の方でも、心臓､腎臓または呼

吸器の機能障害で身体障害者手帳1級程度の障害

のある方、またはヒト免疫不全ウイルスにより

免疫の機能に日常生活が不可能な程度の障害の

ある方は接種できます。

自己負担額 ▼1,050円（但し、生活保護受給者は無料）

問合せ ▼保健相談センター（☎52－7290）

運動が好きな方も嫌いな方も、誰でも参加できま

す。ストレス解消にも最適！

日　時 ▼ 12月15日㈮10時～ 11時30分

場　所 ▼保健相談センター

内　容 ▼『らくらくエアロビクス』

準　備 ▼  動きやすい服装・室内シューズ・タオル・

バスタオル・お茶

申込み ▼ 12月12日㈫までに保健相談センターへ

 （☎52－7290）

 ※先着15名で締め切ります。

①下準備
米…洗米し炊く
ナス…ヘタを切り落として縦半
分に切り、更にたてに切り込み
を1本入れ味がしみ込むよう斜
めにも切り込みを入れる。あく
抜きをしておく。
大葉…洗って半分は、線切り。

②ナスを焼く
テフロン加工のフライパンに油を熱し、ナスを並べて
表面がキツネ色になるまでじっくり蒸し焼きにする。
ナスを皿に取り出す。
1/3～1/2に切ったスライスチーズをナスの縦の切れ
目にはさむ。
フライパンでⓐを加熱し煮立ったら水溶き片栗粉でと
ろみをつける。ナスを再び加え煮からめる。

③盛り付ける
器にごはんを盛り、切ってない
方の大葉を敷く。ナスをのせて
フライパンに残ったたれをかけ
かつお節と白ごまと大葉の線切
りをかざる。

（材料6人分）ナスのチーズ丼

●作り方
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各

種

相

談

行

政

相

談

　

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
員

が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望

を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る
「
行

政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日　

時
▼
12
月
21
日
㈭

場　

所
▼
町
民
相
談
室

 

（
☎
52

－

1
6
1
6
）

心

配

ご

と

相

談

　

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

 

（
☎
52

－

8
6
4
4
）

精

神

保

健

相

談

●
精
神
保
健
相
談

心
の
健
康
・
認
知
症
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場　

所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
29

－

1
5
2
5
）

パ
ー
ト
労
働
1
日
相
談
会

　

パ
ー
ト
で
働
い
て
い
る
方
、
事
業
者
の

方
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日　

時
▼
12
月
6
日
㈬
8
時
30
分
〜
19
時

 

0
1
2
0

－

3
3
0
4
6
7

問
合
せ
▼
山
口
労
働
局
雇
用
均
等
室

 

（
☎
0
8
3

－

9
9
5

－

0
3
9
0
）

就
職
の
お
悩
み
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

求
職
活
動
の
具
体
的
な
方
法
や
履
歴
書

作
成
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

対
象
者
▼
県
内
に
居
住
す
る
離
職
者
の
方

な
ど
で
、
現
在
求
職
活
動
中
の
方

相
談
日
▼
第
1
・
3
木
曜
日

会　

場
▼
岩
国
総
合
庁
舎
内

※
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
▼
岩
国
県
民
局

 
（
☎
29

－

1
5
0
6
）

施
設
管
理
員
募
集

　

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
、

次
の
と
お
り
施
設
の
管
理
員
を
募
集
い
た

し
ま
す
。（
勤
務
は
平
成
19
年
4
月
か
ら

で
す
）

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
▼
和
木
町
に
在
住
す
る
年
齢
50

歳
〜
65
歳
ま
で
の
男
性
1
名

申
込
受
付
期
限
▼
12
月
25
日
㈪

勤
務
内
容
▼
平
日
夜
間
の
管
理
及
び
土

曜
、
日
曜
、
祝
日
の
昼
間
・
夜
間
の
管
理

●
公
民
館
瀬
田
分
館
、公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

募
集
人
員
▼
和
木
町
に
在
住
す
る
年
齢
40

歳
〜
60
歳
ま
で
の
女
性

・
公
民
館
瀬
田
分
館　
　

管
理
員　

2
名

・
公
民
館
関
ヶ
浜
分
館　

管
理
員　

2
名

申
込
受
付
期
限
▼
12
月
25
日
㈪

勤
務
内
容
▼
平
日
、
祝
日
（
日
曜
日
を
除

く
）、
土
曜
の
昼
間
の
分
館
管
理　
　
　

応
募
方
法
▼
い
ず
れ
も
市
販
の
履
歴
書
に

ご
記
入
の
う
え
、
申
込
受
付
期
限
ま
で
に

履
歴
書
を
和
木
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
52

－

2
1
9
1
）

平
成
19
年
商
業
統
計

調
査
調
査
員
募
集

　

6
月
1
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に
「
平

成
19
年
商
業
統
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
業
、
小
売

業
を
く
ま
な
く
把
握
し
て
、
事
業
所
の
分

布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
な
ど
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

「
商
業
の
国
勢
調
査
」
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

募
集
人
数
▼
数
名

募
集
資
格
▼
20
歳
以
上
の
男
女

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課

 

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

動
物
愛
護
及
び
管
理
に

関
す
る
法
律
が
改
正

　

危
険
な
動
物
が
特
定
動
物
と
し
て
全
国

統
一
さ
れ
ま
し
た
。
ト
ラ
、ニ
ホ
ン
ザ
ル
、

タ
カ
、
ワ
ニ
、
ワ
ニ
ガ
メ
、
マ
ム
シ
な
ど
、

約
6
5
0
種
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
定
動
物
を
飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
長
）
の
許
可

が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
等
の
詳
細
は
、
県
岩
国
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
29

－

1
5
2
7
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
18
年
工
業
統
計
調
査
が
、
12
月
31

日
を
調
査
基
準
日
と
し
て
全
国
一
斉
に
行

わ
れ
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
含
む
全

て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使

わ
れ
る
ほ
か
、
企
業
や
大
学
な
ど
で
の
研

究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な

ど
、
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年
12

月
か
ら
来
年
1
月
に
か
け
て
、
調
査
員
が

各
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
▼
県
商
工
労
働
部
統
計
課

 

（
☎
0
8
3

－

9
3
3

－

2
6
5
4
）

平
成
19
年
成
人
式
に
つ
い
て

対
象
者
▼
昭
和
61
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

62
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

日　

時
▼
1
月
7
日
㈰

　
　
　
　

10
時
30
分
受
付
開
始

会　

場
▼
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会

 

（
☎
53

－

3
1
2
3
）
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　固定資産税は、毎年1月1日（「賦課期日」とい
います。）に、土地、家屋、償却資産を町内に所
有している方や法人等に課税されます。
　ただし、所有者として登記（登録）されている
人が賦課期日前に死亡している場合等には、賦課
期日現在でその土地、家屋を現に所有している人
が納税義務者となります。
　また、土地に対する課税は、登記簿上の地目に
かかわりなく、その年の1月1日の現況の地目によ
り課税されます。
　固定資産税の税率は、1.4%です。
　次のような場合は、速やかに役場税務課固定資
産税係に届出をしてください。
・土地の利用目的を変えたとき
・家屋を新増築、滅失したとき
・未登記家屋の所有者を変えたとき
・納税管理人を設定（変更）したとき
問合せ ▼税務課（☎52－2135内線213）

固定資産税係からのお知らせ
　役所の窓口をはじめ、金融機関の窓口などで公
的な証明書の提示を求められるケースが増えてい
ます。
　住基カードは写真付きのタイプと写真が無いタ
イプの2種類ありますが、「写真付きのタイプ」は
窓口等での本人確認が必要な場面で証明書として
使用できます。
　申請をしていただくと、概ね2週間でカードを
交付できます。
　あなたも住基カードを作ってみませんか？
・申請場所　住民サービス課
・持参するもの　印鑑、写真（縦4.5cm、横3.5cm）、
顔写真付き官公署発行の証明書（運転免許証､パス
ポートなど）、証明書が無い方は郵便で本人確認を
行います｡
・手数料　1件につき500円
問合せ ▼住民サービス課（☎52－2135内線206）

写真付き住基カードが公的証明書に!!

取扱窓口
申　請　日 交　付　日

申請受付 交付

県庁内
旅券センター

旅
券
セ
ン
タ
ー

平成18年12月21日㈭
までに申請したもの

平成18年12月28日㈭
までに交付

平成18年12月22日㈮
以降に申請したもの

平成19年1月4日㈭以
降に交付

宇
部
会
場

平成18年12月26日㈫
までに申請したもの 平成19年1月10日㈬

岩国パスポート
センター

申
請
し
た

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

平成18年12月19日㈫
までに申請したもの

平成18年12月28日㈭
までに交付

周南パスポート
センター

平成18年12月20日㈬
以降に申請したもの

平成19年1月4日㈭以
降に交付

下関パスポート
センター 県

庁
内
旅
券

セ
ン
タ
ー

平成18年12月20日㈬
までに申請したもの

平成18年12月28日㈭
までに交付

萩パスポート
センター

平成18年12月21日㈭
以降に申請したもの

平成19年1月4日㈭以
降に交付

年　末 ▼12月28日㈭で終了
年　始 ▼平成19年1月4日㈭から開始
問合せ ▼国際課旅券センター (☎083－933－2352)

年末年始旅券の窓口（申請受理・交付）について
　日常の災害時はもちろん、大地震などの大災害
時には、消防団の果たす役割は特に大きく、地域
防災の中核としてその活躍が期待されています。
　地域と住民のみなさんを災害から守るために
は、地域のみなさん、そして若いみなさんの消防
団への参加が不可欠です。
　あなたも消防団員になりませんか？　
　地域を愛する多くの方々の、消防団への参加を
お待ちしています。
入団の条件
◎和木町に居住し、年齢が18歳以上の方（男女不問）
◎ 志操堅固で身体強健であること（地域防災への
熱意があり、健康であること。）

消防団員は
◎ 年間一定額の報酬額が支給されるとともに、災
害や訓練等に出動した場合に手当が支給されま
す。また5年以上勤務し退団した場合には退職
報償金が支給されます。
◎ 公務災害補償（消防団活動中、負傷にあった場
合の補償制度があります）
◎ 被服の貸与（消防団活動に必要な制服などが貸
与されます）
◎ 表彰制度（職務にあたって功労、功績があった
場合は表彰されます）

問合せ ▼企画総務課（☎52－2135内線307）

和木町消防団員募集中！！
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和

木

短

歌

教

室

●△.com

￥900

和
木
俳
句
教
室
句
会

（
11
月
18
日
句
会
）

稲
刈
り
し
後
の
切
り
株
芽
を
吹
き
て
故
郷
の
田
ん
ぼ

緑
再
び 

大
野　

千
尋

錦
川
せ
せ
ら
ぎ
聞
き
つ
上
流
の
山
の
緑
に
す
い
こ
ま

れ
ゆ
く 

広
宇
次
信
子

木
精
の
夕
べ
に
散
り
し
白
い
花
空
見
上
げ
れ
ば
夕
や

け
小
や
け 

田
渕
ハ
ネ
子

一
人
づ
つ
吾
が
心
よ
り
し
り
ぞ
け
て
し
り
ぞ
け
得
ざ

る
一
人
に
迷
ふ 

正
中
ツ
ヤ
子

転
職
し
百
姓
お
ば
さ
ん
し
て
ま
す
と
新
米
五
キ
ロ
と

友
か
ら
の
文ふ

み 

横
川
美
代
子

七
十
路
を
歩
み
は
じ
め
し
吾
な
れ
ば
日
々
に
清
し
く

日
々
に
恋
し
て 

神
園　

静
美

眼
前
に
雉
子
と
び
立
て
り
蜜
柑
山

 

陣
場　

孝
子

冬
の
靄
中
州
の
鷺
を
包
み
け
り

 

灰
岡
美
穂
子

白
鳥
の
首
を
う
ず
め
て
眠
り
を
り

 

平
岡　

菊
江

煌
め
け
る
琵
琶
湖
々
畔
の
秋
夕
日

 

山
重　

杵
子

水
澄
め
る
湖
に
山
影
揺
れ
て
を
り

 

与
三
本
愛
子

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落

札
し
た
商
品
が
届
か
な
い

【
相　

談
】

　

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
、個

人
の
出
品
者
か
ら「
ぬ
い
ぐ
る
み
」

を
9
0
0
円
で
落
札
し
代
金
を
支

払
っ
た
が
、商
品
が
届
か
な
い
。連

絡
を
取
る
と
、商
品
が
な
い
と
言

わ
れ
た
の
で
、返
金
を
求
め
た
ら

連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
処　

理
】

　

相
手
に
内
容
証
明
郵
便
で
返
金

を
要
求
す
る
方
法
も
あ
る
が
、購

入
金
額
を
超
え
る
負
担
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
、オ
ー
ク
シ
ョ
ン
サ
イ

ト
運
営
者
及
び
警
察（
サ
イ
バ
ー

犯
罪
相
談
窓
内
）に
相
談
す
る
よ

う
助
言
し
ま
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

 

相
談
事
例
の
他
に
も
、落
札
し

た
ブ
ラ
ン
ド
品
が
偽
物
だ
っ
た
と

か
、届
い
た
商
品
が
壊
れ
て
い
た

等
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、出

品
者
の
匿
名
性
が
高
く
、ま
た
、商

品
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、出
品
者
と
落
札

者
の
間
で
売
買
契
約
成
立
後
に
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
こ
と
の
多
い
取

引
で
す
。出
品
者
が
特
定
商
取
引

法
の「
通
信
販
売
事
業
者
」に
該
当

し
な
い
場
合
は
、消
費
者
契
約
法

や
特
定
商
取
引
法
が
適
用
さ
れ
な

い
個
人
間
の
取
引
と
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
は
、

以
下
の
こ
と
に
注
意
し
慎
重
に
取

引
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

入
札
時
に
は
、①
出
品
者
の
評
価

を
確
認
す
る
。②
商
品
の
状
態
、支

払
い
金
額
の
内
訳
、返
品
の
条
件

等
を
事
前
に
確
認
し
て
お
く
。商

品
の
落
札
後
は
、③
出
品
者
が
特

定
で
き
る
情
報（
住
所
・
氏
名
・
固

定
電
話
の
電
話
番
号
等
）を
確
認

す
る
。④
代
金
の
前
払
い
は
、で
き

る
だ
け
避
け
、取
引
額
が
高
額
な

場
合
は
、多
少
費
用
が
か
か
っ
て

も
エ
ス
ク
ロ
ー
サ
ー
ビ
ス（
専
門

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
会
社
が
、出
品

者
と
落
札
者
間
の
商
品
・
代
金
の

受
け
渡
し
を
仲
介
し
、取
引
の
安

全
を
確
保
す
る
サ
ー
ビ
ス
）を
利

用
す
る
。⑤
万
一
に
備
え
、落
札
時

の
パ
ソ
コ
ン
画
面
や
出
品
者
か
ら

の
メ
ー
ル
、口
座
振
込
の
場
合
は

控
え
等
を
保
存
し
て
お
く
。少
し

で
も
不
自
然
な
点
が
あ
れ
ば
、取

引
の
中
止
を
検
討
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

問
合
せ

企
画
総
務
課（
☎
52

－

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎（
☎
52

－

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
3

－

9
2
4

－

2
4
2
1
）

　町内に1年以上居住し、身体上または、精神上の著し
い障害のため介護保険法に定める要介護状態区分が4ま
たは5の方等を在宅で常時介護をしている方に対し、見
舞金を支給しています。
基準日 ▼10月1日
支給月 ▼12月
年　額 ▼  10万5千円（入院または、入所生活介護等のサ

ービス利用者については減額）
問合せ ▼保健福祉課 （☎52－2135内線208）

ねたきり者等介護見舞金を支給
　

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議

会
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

米
元　
　

等
さ
ん
（
和
木
）

村
上　

直
子
さ
ん
（
和
木
）

●
見
舞
返
し

嘉
屋　

政
雄
さ
ん
（
和
木
）

●
一
般
寄
付

サ
ン
エ
イ
ト
㈱
岩
国
事
業
部
化
成

品
課
海
上
荷
役
係
一
同
様
（
和
木
）

中
国
新
聞
岩
国
東
販
売
所
様
（
和
木
）

う
さ
ぎ
や
様
（
和
木
）

寄
付
・
寄
贈

消費者生活相談
だよりVol.26
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家庭ごみの出し方№４
「金属・不燃ごみの日」編
　「金属・不燃ごみ」は、いろいろな材質の混じった製品が主になります。また、プラ
スチックのようであってもプラスチックマークのないもの、汚れたペットボトルで、
ペットボトルの日に出せないものも含まれます。
　この日に回収できるものは、町の指定袋に入るものが対象となり、入らないものは、「粗大ごみ（戸
別収集）」をご利用ください。
　分別の注意として、スプレー缶、耐熱ガラス製品、陶器、磁器、ライター等は「ガラスの日」になり
ますので「和木町家庭ごみ収集カレンダー」をご覧になりお間違えのないようにお願いします。
　ごみ袋に入れる時は、刃物類等危険なものは、布等で包んで出してください。
　また、おもちゃ・携帯電話を出される場合に、電池が入っていることが多々見受けられます。電池は、
必ず抜いて出してください。
　スチール缶等は、中味を全て出し、よく洗いよく水を切ってください。
　材質の違うものが多々入るごみですが、分別できるものも多く入っている場合があります。リサイク
ルを心がけ分別できるものはできるだけ分別方法に従い出してください。
問合せ ▼住民サービス課（☎52－2135内線205）

〈金属・不燃ごみとして出すことができる主なもの〉※袋に入るものに限ります。

12
月
は
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

通
勤
強
化
月
間

　

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖

化
。
日
本
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

6
%
削
減
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
「
国
民

運
動
（
チ
ー
ム
マ
イ
ナ
ス
6
%
）」
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
は
「
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤
強
化
月

間
」
の
取
組
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
冬
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
・
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〉

実
施
期
間
▼
12
月
1
日
〜
2
月
28
日

実
施
主
体
▼
山
口
県
・
和
木
町　
　

■
エ
コ
ス
タ
イ
ル　

☆
暖
房
の
温
度
設
定
は
20
℃
で

☆ 

暖
房
に
頼
り
過
ぎ
ず
、
冬
の
オ
フ
ィ
ス

を
暖
か
く
快
適
に
過
ご
す
ビ
ジ
ネ
ス
ス

タ
イ
ル
（
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
）
に
し
よ
う

■
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

☆
出
か
け
る
前
に
計
画
・
準
備
を
し
よ
う

☆
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
定
期
的
に
点
検

☆
優
し
い
ア
ク
セ
ル
操
作
で
円
滑
に
発
進

☆ 

急
加
速
・
急
ブ
レ
ー
キ
を
せ
ず
、
安
全

運
転
を
し
よ
う

☆
駐
停
車
時
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

■
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
通
勤（
12
月
強
化
月
間
）

☆ 

通
常
実
施
に
加
え
2
日
程
度
追
加
し
て

実
施
し
よ
う

　

町
で
は
、
公
共
施
設
（
小
中
学
校
を

除
く
）
勤
務
者
を
対
象
に
「
和
木
町
地

球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
基
づ
き

2
0
0
6
年
を
目
標
年
度
に
設
定
し
実
施

し
て
い
ま
す
。

●
暖
房
の
温
度
設
定　

20
℃

●
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
毎
月
第
1
金
曜
日

ビデオテープ 刃物類 おもちゃ類 アイロン アルミホイル 発泡スチロール

 携帯電話 クーラーボックス なべ・やかん・フライパン 缶詰の缶

 コンセント くつ かばん フロッピー ボールペン 電話・ＦＡＸ
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和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド   
平成18年11月1日現在 
 
総人口    6,614人 
　　     （－40） 
世帯数　 2,661世帯 
　　　  （－8） 
和木町の面積　10.56  
 

（－22） （－18） 
 3,276人　男 女　3,338人 

 

 

今月の納税
固定資産税 ................3期分
国民健康保険 ............6期分
介護保険料 ................6期分
町営住宅使用料 ......12月分
今月の納期限は、12月25日です。
口座振替日も12月25日となりま
すのでご注意ください。
問合せ ▼税務課
　　　　（☎52－2135内線203）

　

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅

の
入
居
申
込
み
を
停
止
し
て
お
り

ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（
☎
52

－

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

和
木
町
役
場

　

12
月
29
日
㈮
〜
1
月
3
日
㈬

文
化
会
館

　

12
月
25
日
㈪
〜
1
月
4
日
㈭

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

12
月
29
日
㈮
〜
1
月
4
日
㈭

図
書
館

　

12
月
29
日
㈮
〜
1
月
4
日
㈭

体
育
セ
ン
タ
ー

　

12
月
28
日
㈭
〜
1
月
4
日
㈭

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

12
月
29
日
㈮
〜
1
月
3
日
㈬

総
合
福
祉
会
館

　

12
月
29
日
㈮
〜
1
月
3
日
㈬

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園

　

12
月
29
日
㈮
〜
1
月
1
日
㈷

年
末
年
始
の
休
み

〈
提　

言
〉新
駅
の
設
置
に
つ
い
て

　

10
月
12
日
付
け
の
中
国
新
聞
に
和
木

駅
設
置
が
決
ま
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、

本
当
に
和
木
町
に
駅
は
必
要
な
の
で

し
ょ
う
か
？
何
億
も
の
税
金
を
使
わ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
、
利
用
者
は
一
部
の

人
に
限
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
年
輩
の

方
や
足
の
ご
不
自
由
な
方
等
に
は
嬉
し

い
と
は
思
い
ま
す
。

　

将
来
、
採
算
が
取
れ
ず
、
税
金
の
負

担
額
が
増
え
る
の
が
目
に
見
え
る
よ
う

で
す
。
私
個
人
の
収
入
が
と
て
も
少
な

く
現
在
も
ギ
リ
ギ
リ
で
生
活
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
以
上
負
担
が
増
え
る
と
大

変
苦
し
い
で
す
。

　

他
の
自
治
体
は
大
き
な
事
業
な
ど

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
中

止
等
に
し
て
い
る
所
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
中
止
に
す
る
に
は
大
変
勇
気
が
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
か
今
一
度
ご

再
考
い
た
だ
き
た
い
と
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

〈
回　

答
〉

　

新
駅
の
必
要
性
に
つ
き
ま
し
て
は
、

和
木
駅
整
備
に
関
す
る
基
礎
調
査
を
平

成
16
年
度
に
実
施
し
、そ
の
結
果
で
は
、

整
備
を
必
要
と
回
答
し
た
人
が
約
54
％

で
、
整
備
は
不
要
と
回
答
し
た
人
は
約

28
％
で
し
た
。

　

ま
た
、
和
木
町
第
4
次
総
合
計
画

（
平
成
18
年
4
月
策
定
）
を
策
定
す
る

上
で
の
町
民
意
識
調
査
の
結
果
で
は
、

和
木
町
で
住
み
に
く
い
点
は
「
交
通
利

便
性
が
悪
い
」、
今
後
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
重
点
施
策
は
「
交
通
利
便
性
の
向

上
」、
こ
れ
か
ら
作
っ
て
ほ
し
い
施
設

は
「
J
R
和
木
駅
」
と
回
答
さ
れ
た
方

が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
多
い
結
果
で
し
た
。

　

本
町
で
は
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
、
新
駅
の
設
置
を
和
木
町
第

4
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も
最
重
要

課
題
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お

り
、
現
在
の
町
の
問
題
点
で
あ
る
人
口

の
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
捗
、
地
域

経
済
の
低
迷
、
不
便
な
交
通
事
情
な
ど

に
対
し
、
大
き
な
効
果
を
生
み
出
す
必

要
な
事
業
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
税
金
の
負
担
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
方
税
法
や
和
木
町
税
条
例
等

の
ル
ー
ル
に
基
づ
き
公
平
に
決
定
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
駅
の
設
置
と
直
接
関

係
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

〈
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〉

提
言
箱
の
設
置
場
所

　

提
言
箱
は
、
役
場
玄
関
、
文
化
会
館
、

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
体
育

セ
ン
タ
ー
、
関
ヶ
浜
分
館
、
瀬
田
分
館

に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
「
声
」
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
提
言
の
内
容
の
確
認
及
び
、

本
人
へ
の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
投
稿
の
際
に
は
、
必
ず
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
匿
名
等
の
提
言
に
つ
い
て
は
、
町

政
の
参
考
に
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
広
報
紙
で
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※ 

広
報
紙
面
に
は
、
特
に
希
望
の
あ
る

方
を
除
き
、
氏
名
等
の
公
表
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

町

長

の

提

言

箱

か

ら
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